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第６回町田市長期計画審議会 委員からの意見と対応の方向 

 

１ （仮称）まちづくり基本目標について 

■政策１ 

番号 委員 意見 対応の方向 

長期計画審議会 

１ 桜本 

「施策実現によってなりたい姿」の４行

目、「子ども・子育ての支援」のところを

“妊娠・出産から子育ての支援”と変えた

らどうか。 

妊娠中のサポートも取組の中に含ん

でいますが、ここでは子ども自身への

支援もあることを伝えたいため、この

ような表現・表記でお示しさせていた

だきました。 

２ 三輪 

２つ目の「子育てと仕事との両立を支援す

る」に関して、女性の就業率だけの指標に

違和感。本来は男女共同参画とか働き方み

たいなことも社会全体でということにな

ると、そういうニュアンスも入ってくるべ

きと思う。担当部にそういう部署も入りつ

つ、指標やなりたい姿のところにワークラ

イフバランスといったキーワードが入っ

た方がいいと思うが、いかがか。 

（２～４について） 

ご意見のとおり男女平等参画の社会

で「女性の就業率」を指標とすること

はふさわしくありません。保育を必要

とする人に必要な保育を提供できる

ことが目指す姿であるため、「女性の

就業率」は指標から削除し、「３歳児

未満の保育サービスの提供率」を指標

に加えます。 

３ 会長 
指標なので、男女別の就業率に変えること

でよろしいか。 

４ 三輪 

せめて、そのような感じで。指標としては

色々出てくると思うが、女性に限定しない

方がいいのではないかと思っている。 

５ 小林 
指標は、長期計画で新しいものに変わる可

能性あるか。 

可能性はあると考えます。 

６ 小林 

施策１－１と１－２は、環境の中の一つに

両立の支援が入ってくると思うが、あえて

１－２に置くところをどう捉えるか。 

この先１０年の長期スパンを考えると、単

に両立を支援するだけでいいのかを考え

ると、男性の就業率や女性の就業率、ある

いは仕事を両立させていることをどのよ

うになってくることを支援するのか、将来

を見据えたものが入ってくるのが大事で

は。ちょっとこれだと弱いのではないかと

の印象を持った。 

（６〜９について） 

子育てと仕事との両立の支援だけで

なく、保育を必要としている子育て家

庭が、希望の保育サービスを受けられ

ることを「施策実現によってなりたい

姿」に加えます。また、施策名を「多

様な保育サービスの提供」とし、その

実現によって「仕事との両立」と「希

望の保育サービスを受けられる」とい

うなりたい姿を目指すかたちに修正

します。 

資料３ 
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７ 

 

三輪 

 

「各施策の中で実施していく取組例」の

「保育サービスの充実」に違和感がある。

これから充実していけば減っていく可能

性もある中で、その後どうするかという話

になっていくときに、サービスとして提供

していくよりは、子どもの育ちにとって群

れる環境づくりも大事だという発想も持

っていてもらいたい。指標として待機児童

数や女性の就業率のような考え方を、なり

たい姿のところでフォローしていくよう

な書き方になっていないと、長期の先に何

を見据えるのか、うまくキャッチアップで

きないと思うので、部署とも検討していた

だきたい。 

８ 会長 
施策１－２と指標をもう少し具体的な案

を含めて追加することでいいか。 

９ 三輪 

小林委員との話を含めると、施策１－１と

１－２のうまくミックスさせた整理があ

ってもいいかと思う。方針としては理解し

ている。 

審議会後の追加意見 

１０ 三輪 ①市議からの意見で。女性の就業率が上が

ると出生率が下がる、というのは短絡的な

意見である。「出生率」に着眼するならば、

町田市に定住し２人目を産みたいと思わ

せるまち、となるべきであり、そのために

は、多様な働き方、多様な預かり方（社会

的サポート）が大前提になるため、その前

提での基本構想・基本計画となるべきと考

える。 

②「１赤ちゃんに選ばれるまちになる」「２

未来を生きる力を育み合うまちになる」っ

て、いずれも、こどもの主体性を想像させ

るすてきなキャッチだと思っています。た

だそのイメージと、施策名や施策があまり

にも従来的な並びになっているのが気に

なります。 

③施策１－２には、上記市議からの意見に

返したようななりたい姿を入れてもらう

①多様な働き方、多様な預かり方が大

前提となる考え方を踏まえ、１－２の

取組名を検討します。 

②まちづくり基本目標全体での統一

感を意識して、このような表現・表記

でお示しさせていただきました。 

③ご意見を踏まえ、施策実現によって

なりたい姿に子育てと仕事の両立が

できている状態をお示しします。 

④ご意見を踏まえ施策名を修正しま

す。 
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のがよいかと思います。 

④施策２－１や２－４のいずれかには、ぜ

ひ「こどもの主体性を育む社会づくり」と

いった観点を強調して入れてほしいです。 

１１ 小林 ①（施策１－１「各施策の中で実施してい

く取組例」に関して）「子育て世代包括支

援センターによる支援の拡充と保幼小と

の連携によるスムーズな就学移行の実現」

追加。 

②（施策１－２「施策名」に関して）子育

てと仕事との両立を支援し、家族の生活の

質を高める or 子育て力を高める。 

③（施策１－２「指標」に関して）「・WLB

の数値化、育休取得率（男女）」追加。 

④（施策１－２「施策実現によってなりた

い姿」に関して）・子育てと仕事の両立が

でき、「WLB が保てることで、充実した子

育てや仕事ができる。」追加。 

⑤（施策１－２「各施策の中で実施してい

く取組例」に関して）「待機児童解消に向

けた保育施設整備や多様な働き方に対応

した保育サービスの充実など。 

市内にある企業等との連携による多様な

働き方の実現。」下線部追加。 

①ご意見の内容は取組の中に含んで

いますが、まちづくり基本目標全体で

の統一感を意識して、このような表

現・表記でお示しさせていただきまし

た。 

②№６のとおり 

③WLBの数値化や育休取得率（男女）

を把握することができないため、１－

２の指標への追加は難しいと考えら

れます。 

④WLB が保てることが、仕事と子育

ての両立に必要な要素であるため、修

正します。 

⑤ご意見を踏まえ修正します。また、

多様な働き方の実現については市内

企業等との連携だけでは難しく、市と

しては、まず、多様な保育サービスの

提供をしていくことに力を入れてい

きたいと考えます。 

１２ 野澤 ①（施策１－１「指標」に関して）妊婦が

町田を選んで出産したことは０歳児の転

入で把握できるのか。そうでなければ妊婦

が町田で出産し、そのまま子育てすること

を把握する指標が欲しいと考える。 

②（施策１－２「指標」に関して）「育休

の取得率」追加。 

①他の要因もあるかと思いますが、

「０歳から１４歳の転入超過数」をも

って町田市を選んだと言えると考え

られます。 

②「育休の取得率」を把握することが

できないため、１－２の指標への追加

は難しいと考えられます。 

 

■政策２ 

番号 委員 意見 対応の方向 

長期計画審議会 

１３ 三輪 
施策２－１光るものを持つ子ども、光るも

ののニュアンスはわかるが、決定か。 

（１３～１４について） 

ご意見を踏まえ施策名を修正します。 

１４ 三輪 それに伴った後ろにぶらさがった言葉の
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中で、子どもの参画などは出ているが、主

体性を培うとか、自ら動いていくとか、そ

ういう意味合いの方がいいのでは。 

光るものが非常に抽象的で、他の３つに比

べるとぼんやりしているが意図があるの

か。 

１５ 三輪 

「主体性」というのがいいのか、「主体的

学び」という表現がいいのかがわからない

が、施策２－１には絡んでくると思う。 

施策２－２も学ぶだけでなく、幼少期には

遊びこむとか、自分で徹底的に遊ぶことと

学ぶことが一致していると思うが、学童期

だけでなければ、「遊び学ぶ意欲」をとい

う表現でもよいのでは。 

ご意見を踏まえ施策名を検討します。 

１６ 大野 

施策２－３の「教育環境を充実させる」に

関して、全国で遠隔教育が注目され、実践

される中、町田市は学校の ICT 環境を強

化する政策を実行している。今後は、いか

に活用して効果的な教育を行うかを指標

の中に入れるのがいいのでは。文言として

は、遠隔教育の充実であったり、ICT を活

用した教育の向上であったりする。施策の

もう一つの効果は、グローバル化に通じる

ところもあるので、離れた地域の学校、海

外の学校との交流も割と容易に実現可能

になる。具体的な文言は浮かんでいないが

意見として。 

ICT を活用した教育においては、ICT 

機器を使用して授業を行っている割

合を、施策２－２の取り組みレベルの

指標として設定していきます。 

１７ 会長 

ICT は現在進行形なので、計画よりも実行

も考えなければならない。 

小中高の学生に対してノート PC が行き

渡らない問題がある。中古 PC など集める

こともできるが、どこで議論するかという

話にはなるが。 

この中の状況だと政策として進めていか

らなればならないまったなしの状況も出

てくる。 

ご意見は今後の取組や、実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 

１８ 芳賀 

・施策２－２「学ぶ意欲を育てる」中で、

なりたい姿は「夢や志を持ち、自ら考え、

目標に向かってたくましく生きることが

できる」となっているが、取組例の中から

・文部科学省が作成している学習指

導要領解説「総則編」の中では「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業改善の推進として示されてい
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は、それにつながらないが、いかがか。対

話形式の学習の機会を増やすなど、少しな

りたい姿に近づけるような取組を考えて

いただきたい。 

・先生等との双方向の授業を展開する中

で、自らの夢が決まっていくので、そうい

う文言があってもいいのでは。 

ます。町田市教育プラン２０１９－２

０２３で示されている教育目標にあ

る「夢や志をもち、未来を切り拓く町

田っ子を育てる」を実現するために

も、各学校は学習指導要領の内容を十

分に踏まえた指導を実施することが

前提であり、本政策の実現の意図にも

含まれていると考えます。そのため、

より一層の施策推進に向けて、児童・

生徒の学力の向上の項目に文言を追

加します。 

審議会後の追加意見 

１９ 野澤 ①（施策２－１「施策名」に関して）「光る

もの」という言葉は、「特徴を持つ」「特定

の能力がある」という言葉をイメージさ

せるので、なりたい姿と必ずしも一致し

ない。町田から、そのような「とがった人

材」を輩出するという方向性の政策は必

要だと考える。 

②（施策２－４「指標」に関して）「学校

と地域との連携」という要素が重要で、そ

のための指標が必要ではないかと考え

る。 

①ご意見を踏まえ施策名を修正しま

す。 

②取り組みレベルで、「地域住民や保

護者の意識向上」を指標として検討

していきます。 

２０ 芳賀 （施策２－２「各施策の中で実施していく

取組例」に関して）児童・生徒の学ぶ意欲

や能動的な能力を引き出す教育として、

「アクティブラーニング」や「双方向教育

（授業）」などのキーワードを入れるのも

一案かと思う。 

キーワードの意味する内容は取組の

中に含んでいますが、町田市教育プラ

ン等との整合をとった表現・表記とさ

せていただいているため、新たなキー

ワードを入れることは難しいと考え

ます。 

２１ 大野 ①（施策２－２「各施策の中で実施してい

く取組例」に関して）「小・中学校の児童・

生徒の学力・体力向上や将来に向けたキャ

リア形成のための教育など。」下線部追加。 

②「遠隔教育を通して国内遠方の小・中学

校や海外の学校（例えば IB スクール）と

の交流を行い、異なる価値観に触れ学ぶ機

会を創出する。」追加。 

③（施策２－３「指標」に関して）「・遠

隔教育を行うための ICT 環境充実、・遠隔

①町田市立学校は小学校及び中学校

の２校種のみであること、児童は小学

校、生徒は中学校のそれぞれの子ども

たちを指す言葉であることから、現状

の表記のままでよいと考えます。 

②遠方の学校と交流し、異なる価値観

に触れ学ぶ機会を創出することつい

ては、現在町田市が取り組んでいる先

進的な ICT 教育環境の整備と併せ

て、様々な教科や放課後英語教室等に



 6 / 20 

 

教育の実施率向上、・遠隔教育の質向上」

追加。 

④（施策２－２「各施策の中で実施してい

く取組例」に関して）「・遠隔教育を行う

ためのシステム（プラットホーム）導入」、

「遠隔教育に関する教員研修の実施」、「遠

隔授業と対面授業を並行して行う技術の

向上（教員研修）」追加。 

おいて行われていくべきものと考え

ますが、文言の追加についてはまちづ

くり基本目標全体での統一感や町田

市教育プランとの整合から、難しいと

考えます。 

③④対面授業の中での ICT 活用をよ

り活発に行うための指導技術向上を

目的とした研修を計画しています。対

面授業での ICT 活用が、そのまま遠

隔教育にも生かしていくことができ

ると考えますが、町田市教育プランと

の整合等から、遠隔教育を特出しして

の追記は難しいと考えます。 

２２ 小林 ①（施策２－１「施策名」に関して）「光

るものを持つ子どもを育てる」→「子ども

の持つ潜在的な力を引き出し育てる」 

②（施策２－１「指標」に関して）「・子

どもが多様な経験ができる機会が提供さ

れていると思う市民の割合」追加。 

③（施策２－１「施策実現によってなりた

い姿」に関して）・家庭の事情に関係なく、

子どもが自らの意志で放課後や週末・長期

休暇中の居場所（社会的に認知されている

言葉ですが、居場所がある・ないといった

場面使われる印象が強い。自らの意志で、

とあるが、用いるのに適当か？「活動の場」

「生活の場」「豊かに過ごせる場」などか

を選択できる。 

④（施策２－２「施策名」に関して）「学

ぶ意欲や挑戦する力を育てる」下線部追

加。 

⑤（施策２－２「指標」に関して）全国体

力運動能力、運動習慣等調査の体力合計点

の町田市の平均値→学ぶ意欲と運動能力

との関係が今一つ曖昧なため、挑戦する力

を左記に入れてみた。 

⑥（施策２－３「施策実現によってなりた

い姿」に関して）「・子どもがそれぞれに

適した方法・場所で教育を受けることがで

きている。」追加。 

①ご意見を踏まえ施策名を修正しま

す。 

②ご意見を踏まえ指標を検討します。 

③ご意見を踏まえ修正します。 

④⑤町田市教育プランの基本方針Ⅰ

として学ぶ意欲を育て「生きる力」を

伸ばすと記載しています。「生きる力」

が包括的なものであり、整合をとる上

で、ここで挑戦する力を追記すること

は難しいと考えます。 

⑥２－３のなりたい姿について、「子

どもがそれぞれに適した方法・場所で

教育を受けることができている」を追

記します。 

⑦まちづくり基本目標全体での統一

感や町田市教育プランとの整合から

追記は難しいと考えます。 

⑧⑨下記の理由から、施策２－４で実

施を予定していた取組「地域における

学習の場の提供」は施策４－１に移動

します。 

・生涯学習活動推進のための施設開

放は、施設開放することにより学習活

動をしやすくする取組であり、『生涯

にわたる学習の「しやすさ」を支援す

る』施策に関する取組として位置づけ

られる。 
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⑦（施策２－３「各施策の中で実施してい

く取組例」に関して）「新たな社会のニー

ズに対応しうる質の高い教育環境の構築

に向けた学校の整備や特別支援教室・適応

指導教室の充実など。」下線部追加。 

⑧（施策２－４「施策名」に関して）誰の

教育力なのか、子どもの育ちを支える家

庭・地域の教育力？教育力とは学びの場の

数を高めることに加え学びの場の質も含

まれるが、曖昧な感がある。また、家庭の

教育力は、家庭そのものの子育てにおける

教育力も含まれる。」 

⑨（施策２－４「指標」に関して）「・学

びの場の増加数、種類の増加数」追加。 

また、指標については、正確な増減を

把握することができないため、指標へ

の追加は難しいと考えます。 

 

１０ 

(再掲) 

三輪 ①市議からの意見で。女性の就業率が上が

ると出生率が下がる、というのは短絡的な

意見である。「出生率」に着眼するならば、

町田市に定住し 2 人目を産みたいと思わ

せるまち、となるべきであり、そのために

は、多様な働き方、多様な預かり方（社会

的サポート）が大前提になるため、その前

提での基本構想・基本計画となるべきと考

える。 

②「１赤ちゃんに選ばれるまちになる」「２

未来を生きる力を育み合うまちになる」っ

て、いずれも、こどもの主体性を想像させ

るすてきなキャッチだと思っています。た

だそのイメージと、施策名や施策があまり

にも従来的な並びになっているのが気に

なります。 

③１－２には、上記市議からの意見に返し

たようななりたい姿を入れてもらうのが

よいかと思います。 

④２－１や２－４のいずれかには、ぜひ

「こどもの主体性を育む社会づくり」とい

った観点を強調して入れてほしいです。 

№１０のとおり 
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■政策３ 

番号 委員 意見 対応の方向 

長期計画審議会 

 

２３ 

 

芳賀 

この部分は、青壮年期にあてはまる施策だ

と思うが、中年期を別に分けることに違和

感がある。「町田ならではの地域資源をい

かす」や「働きやすい環境をつくる」こと

においても、中年期や最近では７０歳まで

働く人もいるので、何もこの年齢に紐づけ

るのに違和感があるがどうか。 

それぞれの年代がいきいきと輝ける

よう、施策の切り口をライフステージ

ごとに見せてはいますが、他の年代に

もあてはまる内容であることを、体系

図や文章で示していきたいと考えま

す。 

２４ 深澤 

コロナ禍の中で、勤務形態もテレワークが

推奨されて、アフターコロナになっても続

いて行くと思う。町田市は都心部との関係

の中でテレワークやりながら出社するの

に適した地であると思うので、それを推進

していった方がいいのかなと思う。そんな

文章がどこかに入った方がいい。 

ご意見は今後の取組や実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 

２５ 深澤 

テレワークと具体的に書かなくてもいい

が、働く方がこれから変わっていくのを受

け入れようというか、そういうことを推奨

する町田っていうのが提言されればあり

がたい。 

施策３－１の「施策実現によってなり

たい姿」において、「個人のライフス

タイルに合わせた多様な働き方が実

現できるまちとして、多くの人に選ば

れるまちになっています。」としてお

り、テレワークも含め、多様な働き方

ができるまちを目指すことを掲げて

おります。 

審議会後の追加意見 

２６ 野澤 ①（施策３－１「指標」に関して）今後は

フリーランスなど自由な働き方をする方

に選ばれることも重要ではないか。 

②指標として「事業者数」の増加も必要か。 

③インバウンド、アウトバウンドそのもの

を指標化できないか。外国との取引。 

①施策３－１の「施策実現によってな

りたい姿」において、「個人のライフ

スタイルに合わせた多様な働き方が

実現できるまちとして、多くの人に選

ばれるまちになっています。」として

おり、フリーランスも含め、多様な働

き方ができるまちを目指すことを掲

げております。 

②事業者数の増加について、現状では

毎年、新規事業所が立ち上がる一方

で、それを上回る事業所が廃業してい
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ます。市内産業の活力を維持・向上さ

せるためには、事業者が事業を継続

し、次世代に事業をつないでいくこと

が重要であるため、「町田市産業振興

計画１９－２８」で掲げる指標「事業

所数の維持」を取り組みレベルの指標

として設定したいと考えております。 

③外国との取引が増え、中小企業者の

事業が拡大することは、市内経済の活

性化を測る指標になりますが、国内外

の取引に関わらず、「町田市産業振興

計画１９－２８」で掲げる指標「１事

業所あたりの付加価値額の増加」を取

り組みレベルの指標として設定した

いと考えております。 

２７ 深澤 （施策３－１「施策実現によってなりたい

姿」に関して） 

※意見項目（起業、創業について） 

①「・町田市が多摩地域のなかで、起業・

創業を目指すヒトにとって、もっとも時代

のニーズに沿った「支援拠点地域」である

と呼ばれ、多くのヒトからの支持が得られ

る街になっている。」追加。 

②「・意欲ある高齢者の就労機会とともに、

退職後も自らの知識・経験・ノウハウを活

かし意欲をもった企業等 OB 人材と市内

事業者とのマッチングが創出されてい

る。」追加。 

①施策３－１の「施策実現によってな

りたい姿」において、「起業・創業が

しやすい風土が根付き」や、「ビジネ

スに適した環境として、多くの事業者

からも選ばれる」という言葉で同様の

意味を表現しております。 

町田市は近隣市と比較しても開業率

が高く、今後更に、多摩地域の中で、

最初の一歩を踏み出す場所として選

ばれるまちを目指していきたいと考

えております。 

②施策３－１の「施策実現によってな

りたい姿」において、「個人のライフ

スタイルに合わせた多様な働き方が

実現できるまちとして、多くの人に選

ばれるまちになっています。」として

おり、多様な世代の多様な働き方がで

きるまちを目指すことを掲げており

ます。 
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■政策４ 

番号 委員 意見 対応の方向 

長期計画審議会 

２８ 大野 

４－１で生涯学習をうたっている中で、指

標になるのか取組例になるのかわからな

いが、町田は大学が非常に多いのが一つの

特徴なので、大学との連携をうたっておく

べきでは。横浜市青葉区では本学も参加し

ているが、６大学による市民講座を毎年開

催しているなど、そのようなものをイメー

ジしている。 

大学の他にも関係機関との連携があ

ることから、「関係機関との連携」に

大学との連携も含まれます。ご意見は

今後の取組や実行計画の検討の参考

とさせていただきます。 

審会後の意見 

２９ 大野 ①（施策４－１「指標」に関して）「・連

携する大学数」追加。 

②（施策４－１「各施策の中で実施してい

く取組例」に関して）「・連携する大学に

おいて市民講座を定期的に開催する。」追

加。 

①②連携する大学の数を直接指標に

はしていませんが、大学と連携して実

施した事業なども、実施事業の件数等

には含めております。 

３０ 小林 （施策４－１「施策名」に関して）「生涯

にわたる学習の「しやすい」を支援する」

２－４との整合性？ 

再考の結果、施策２－４の取組「家庭・

地域での生涯学習支援」の内容は施策

４－１に含めることとしました。 

・施設の開放可能な場所を活用する

ことは学習活動をしやすくする取組

であり、『生涯にわたる学習の「しや

すさ」を支援する』施策４－１に位置

づけられるためです。 

 

■政策５ 

委員 委員 意見 対応の方向 

長期計画審議会 

３１ 芳賀 

取組例のところで、「生きがいづくり」は

なかなか難しいけれども、高齢者の役割づ

くり、役割の見直しを行うなどの文言が入

ると、そのことが生きがいという形につな

がりやすくなるのではないか。もちろん健

（３１～３４について） 

施策実現によってなりたい姿に「地域

の一員として」を追加し、取組名に「社

会参加」という言葉を入れることで、

高齢者に地域での役割が期待されて
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康もそうだが、高齢期は役割がなくなるス

テージでもある。それまでは、社会からの

役割を期待されて暮らしているが、６５歳

過ぎると定年ということで大きな役割を

と失うのが一例。仕事以外の面でも役割を

失うことにつながる時期でもある。なの

で、役割を工夫されるといいのでは。 

いることを表現しています。 

３２ 会長 

高齢者の中でも定年が７０という話もそ

ろそろ出てくる。少子高齢化で働き手の確

保が必要な中で、働ける人は働く環境づく

りが必要になってくると思うがいかがか。 

３３ 芳賀 

働くことは社会から期待された役割。 

市の地域社会について、働けるうちは働く

ような役割を期待する雰囲気を作ってい

くことが大事。老年学ではエイジズムとい

う発想があるが、やれることはやる、本人

が希望する役割を行政や地域が支援する

ことが大事。 

３４ 会長 そこを強調して加えることでいいか。 

審議会後の追加意見 

３５ 芳賀 （施策５－１「施策実現によってなりたい

姿」に関して）高齢者が住み慣れた地域で、

いきいきと暮らし続け「られ←削除？」る

ことができる。 

「いきいきと暮らすことができます」

に修正します。 

３６ 芳賀 （施策５－１「各施策の中で実施していく

取組例」に関して）例えば、高齢者の役割

遂行（役割を担えるような環境づくり）と

社会参加の推進を通じたいきがい・健康づ

くり支援など。のように、下線部に示すキ

ーワードを入れて取組例を示すと” いき

いきと暮らせる環境づくり”の幅が広がる

と思います。 

№３１のとおり 
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■政策６ 

番号 委員 質問等 対応の方向 

長期計画審議会 

３７ 安達 

指標に、「町内会・自治会等の地域活動に

参加している市民の割合」と書いてある

が、深刻な問題だと位置付けている。昨年

４月２５日に市の委託のサポートオフィ

スなどもできているが、そちらとも今後話

し合いの場を設けて、前向きに取り組んで

いきたい。この場で委員の皆さんから出し

ていただければ、私なりに受け止めて、こ

れから先の活動の一環として提案してい

きたい。 

市として、町内会・自治会等の地域活

動に参加する市民が増えていくよう

な取組を今後も検討していく必要が

あると考えます。 

３８ 小野 

つながりというと年齢には関係ないと思

う。若い人と高齢者がつながるとか、縦横

網の目のようにつながることも考えない

といけない。人と人とのつながりを拡げて

いくことが大事ではないかと思っている。 

前の豊かさにもつながること。豊かさは自

己が豊かになるということで、つながりと

豊かさはつながっていると思う。 

つながりについては、「なりたいまち

の姿３」にもお示ししており、ご意見

のとおり、今後も重視していくことで

あると考えております。 

審議会後の追加意見 

３９ 野澤 （施策６－２に関して）SDGｓの活用を

検討してみてはいかがか。 

ＳＤＧｓについては、ビジョンの内容

との関連づけを整理する方向で活用

します。 

４０ 深澤 （施策６－１「施策実現によってなりたい

姿」に関して） 

※意見項目（商店会との交流） 

「地域の商店会と市民の交流の場が失わ

れることなく、地域商店会による新たな市

民サービスの環境が整備され、サービスが

受けられるようになるとともに賑わい、そ

して市民と商店会の交流が盛んとなって

いる。」追加。 

ご意見の内容は「施策実現によってな

りたい姿」に含まれており、まちづく

り基本目標全体での統一感を意識し

て、このような表現・表記でお示しさ

せていただきました。 
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■政策７ 

番号 委員 質問等 対応の方向 

長期計画審議会 

４１ 小林 

テーマにするのは大事だが、どうやってい

くのかというところの施策との結びつき、

取組例のところを具体化するとより現実

味を帯びてくる。内容はまさしくこうだと

思う。 

インクルーシブな町田市になるために、実

際どうやっていくのかを、具体的に施策と

して出せればいい。 

ご意見を踏まえ、取組例の示し方につ

いて留意していきたいと考えます。 

４２ 三輪 

「文化芸術に親しめる～」がありのままに

入っている。４－２にスポーツがあるが、

自分の中では文化とスポーツが絡むもの

が、２つに分かれている印象があるが、こ

れは町田のイメージの中では普通なのか。 

 

（４２～４３について） 

今回、市民との協働検討やまちづくり

基本目標の体系案の検討の中で整理

していった結果、このような見せ方に

なりました。ご意見については今後の

検討の参考とさせていただきます。 

４３ 三輪 

２次元のマトリクスにすると、どこに入れ

るかとなるが、資料４の中ではスポーツと

芸術文化は割と目的によってはそれぞれ

のところに収まっていく、２重カウントす

る内容でもあるので、目標と合わせて言葉

を変えたりしながら２回くらい出てきて

もいいのかなと思う。 

審議会後の追加意見 

４４ 野澤 （施策７－１「指標」に関して）外国人の

住みやすい、暮らしやすいまちづくりと

いう視点も必要ではないか。外国人居住

率、来訪率なども指標としていかがか。 

外国人の居住は増えていますが、市で

の人口割合が１％程度であり、現段階

では、指標とすることは難しいと考え

ます。 

 

４５ 桜本 （施策７－１「施策実現によってなりたい

姿」の７つ目に関して）「放っといて」→

「放っておいて」。 

表現を修正します。 

４６ 小林 ・（施策７－２「施策名」に関して）「文化

芸術・スポーツ等に親しめる環境・機会を

充実させる」下線部追加。 

・（政策７－２「施策実現によってなりた

・今回の計画策定にあたっては、ライ

フステージごとに意識する政策を特

出ししているため、スポーツに関して

は政策４で記載します。 
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い姿」に関して）「・いつでも、どこでも、

誰でも、あらゆる文化や芸術、スポーツ等

を楽しむまちになっている。」下線部追加。 

 

■政策８ 

番号 委員 質問等 回答 

長期計画審議会 

４７ 深澤 

町田市は商業の街なので、買い物を楽しむ

という文言が入ってくるとありがたい。ど

こかに入っている前提なのか。 

買い物も含めた多様なまちの使い方

を楽しめるような、環境整備の取組を

検討していきます。 

４８ 三輪 

・オープンスペース、パブリックスペース

の話は出ているが、指標の中では満足度や

滞在など実働の部分しかない。例えば、緑

地率や一人当たり公園面積など、データベ

ースとしてはハード的な指標で、それが１

００％以上稼働など、空間担保と稼働とい

ったイメージで指標立てるのがいいので

は。 

・昨今のコロナ禍の中で、国交省が道路や

公園を賑わいに合わせて規制緩和してい

く動きが出ているので、歩行者天国とは全

然違って、日常性の賑わいを試行する社会

実験などをまちなかで起こしていくのも

一つの手。実験して正常化することも、中

心部や郊外の駅前などではあり得る。ニュ

アンスとしては、取組例やなりたい姿に意

欲的に書いていくのがいいのでは。 

・オープンスペース、パブリックスペ

ースの量を増やしていく取組ではな

く、今あるものをより活用していく取

組を想定しているため、活用の度合い

を図る指標を検討していきます。 

・中心市街地の道路(原町田大通りな

ど)や大規模公園(芹が谷・薬師池など)

で、実験的な取組を実施しており、長

期計画に記載する取組の中でも検討

していきます。 

 

４９ 小林 

８－２のなりたい姿に「気軽にやりたいこ

とにアクセスできる環境」とあるが、ライ

フスタイルに合わせてというのもあるの

で、もう少しアクセスも、物理的にアクセ

スというところでの、例えばオープンスペ

ースやパブリックスペースのユニバーサ

ルデザイン化だとか、都市づくりなので、

そういうところを文言に入れていっても

いいのでは。 

物理的な意味も含めて広い意味で、

「気軽にやりたいことにアクセスで

きる環境」をつくる取組を検討してい

きます。 

審議会後の追加意見 
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５０ 野澤 施策ごとの区別が曖昧だと感じた。 「施策実現によってなりたい姿」の項

目で区別出来るように書き分けを行

い、曖昧さをなくしていきます。 

５１ 深澤 （政策８「施策実現によってなりたい姿」

に関して） 

※意見項目（中心商店街の賑わい） 

「魅力あふれる中心商店街（市街地）とし

て、個性溢れる魅力的な店舗・空間が増え、

更に自然豊かな空間（芹が谷公園）が文化

芸術拠点として整備され、中心市街地のま

ち全体の回遊性が向上し、来街者がゆっく

り過ごせる街となっている。」追加。 

中心市街地に特化した施策ではない

ことから、市全体が「思わず出歩きた

くなるまちになる」という観点で、な

りたい姿を検討します。 

５２ 小林 （施策８－１「指標」に関して）・公共交

通網の拡充、・バリアフリー・ユニバーサ

ル化を指標があれば。 

物理的な意味も含めて広い意味で、

「気軽にやりたいことにアクセスで

きる環境」としているので、複合的に

アクセス性を測れる指標を検討しま

す。 

 

■政策９ 

番号 委員 質問等 回答 

長期計画審議会 

５３ 三輪 

市民の健康を守ることは大きいのと、それ

に関連して災害だけでない安心感も含ま

れると理解していいか。 

例えば、WHO の政府コミュニティだと、

自殺率なども一つ、なるべく自死しないよ

うに見守り、支え合い、自分がちゃんとす

るなど、安心に絡むような指標によく使

う。若者の自死率が世界でも日本はトップ

レベル。そういうのを含めると町田がどの

くらいかわからないが、安心と地域社会の

フォローみたいなものも入れるとしたら

ここしかないので、視野に入れてはどう

か。取り残さないというと SDGｓとも絡

むような気もする。 

安心感に関しては、ご認識いただいて

いるとおりです。ご意見は今後の検討

の参考とさせていただきます。 

５４ 芳賀 

「市民の健康を守る」というところで、取

組例の「市民の健康づくりの支援」とある

が、もう少し踏み込んで、今回の政策のと

保健所策定の「まちだ健康づくり推進

プラン」（２０１８～２０２３）にお

いても、施策「健康づくり意識の向上、
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ころで市民の主体的な参加が背景にある

ので、自分だけが自分で健康を守るという

だけでなく、市民の主体的な健康づくりの

輪を支えるような、行政側の取組として主

体的な活動になるような支援をしていく

のが大事。市民が自ら積極的に健康づくり

していくようなまちにならないと、これか

らは持たない。健康づくりを支えるような

ものが取組例にあるといい。 

として健康づくり推進員に関する取

組等を実施しており、既に反映済であ

ると考えております。 

５５ 安達 

「自主防災組織率」のところで、だんだん

厳しい状態になってきている気がする。自

助、共助、公助があるが、「自助・共助・

近所」を大事にして、と皆さんにお願いし

ている。 

町内会単位では共助だけど、近所づきあい

がしっかりしていると全てがスムーズに

いく。 

もう少し行政側としても、そういう視点で

文言をいれてもらえるといい。 

ご意見は今後の取組や実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 

５６ 小野 

昨日も社協の会合で少し話題になったが、

９－１、９－２に関して、地域の方や市民

の方が共通理解して、こういう事態になっ

たときに、いつでも参加して協力できる体

制が大事。普段から、社協だと冊子をつく

って配っているが、若い方が率先してやっ

てくれる強みが感じられた。 

普段からお互いに力を出し合ってやって

いこうという意識をもってもらうことが

大事。 

ご意見は今後の取組や実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 

審議会後の追加意見 

５７ 芳賀 （施策９－３「指標」に関して）「主体的

に健康づくりに関わっている人の割合」追

加。 

現在、健康づくりに関する市民の主体

的な取組に対しては、各分野や各世代

に間接的に取り組んでいます。 

個々が主体的に行っている健康づく

りは、様々なものがあり、「健康づく

り」をメインとした、市民の参加率を

指標にすることは、現実的に図りにく

いため、本件には入れずに事業を行っ

ていきたいと考えています。 



 17 / 20 

 

５８ 芳賀 （施策９－３「各施策の中で実施していく

取組例」中の「市民の健康づくり」に関し

て）市民が主体的に健康づくりに関われる

ような支援など。（継続性のある健康的な

ライフスタイルの形成のためには、いか

に、市民の主体性を引き出せるかが課題に

なっている） 

保健所策定の「まちだ健康づくり推進

プラン」（２０１８～２０２３）にお

いても、施策「健康づくり意識の向上、

として健康づくり推進員に関する取

組等を実施しており、既に反映済であ

ると考えています。 
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２ （仮称）行政経営基本方針について 

番号 委員 質問等 回答 

長期計画審議会 

５９ 芳賀 基本方針１は「共創で開く新たな価値創造

の実現」とあるが、改革項目１－１、１－

２は共創の要素が分かりづらい。 

改革項目１－３、１－４と順番を変えた方

が、イメージしやすくなるのではないか。 

現状の順番で行くのであれば、共創のニュ

アンスを１－１、１－２に含めた書きぶり

にしたほうが良い。 

順番について、当初は改革項目１－３

を先頭に置いていました。 

しかし、検討部会において、共創する

上では、情報の共有や、双方向での活

用がファーストステップではないか

という意見があり、現状の並びとなっ

ています。いただいたご意見を踏ま

え、庁内で持ち帰って検討します。 

６０ 大久

保 

改革項目１－２、テクノロジーを活用する

上では、セキュリティ確保・個人情報保護

に関する取り組みを追加した方がいい。 

参考にさせていただきます。 

６１ 芳賀 基本方針２「対話による、組織経営力の強

化」について、誰と誰の対話なのか見えな

い。職員間の対話なのか、職員と市民なの

か。 

ただ、「対話」という言葉はとても気に入

った。議論や討議には勝ち負けがあるが、

対話は勝ち負けがない。お互いの立場を尊

重するという意味合いで使うことが多い

と思うので、非常にいいキーワードであ

る。ぜひここが強調されるような形で、説

明やめざす姿に反映されると良いのでは。 

町田市の行政経営のベースにある経

営品質では、対話によって自己改善す

ることを大事にしており、対話という

キーワードを置きました。 

取組としては、職員間で対話できる組

織づくりや、対話力のある人づくりを

想定しています。誰と誰の対話かとい

うと、基本的には職員間の対話と考え

ている。ただ、基本方針１の共創を推

進するにも、多様な主体との対話が必

要です。 

そのため、対話力を持った人を育てて

いこうという意図でここは入れてい

ます。 

６２ 安達 行政においては、部署間の横のつながり、

縦割り行政の打破が課題なのではないか。 

部署によって、一般の市民への指示が異な

る場合がある。片方では、コロナ感染対策

のために全てストップしているにもかか

わらず、違う部署からはゴーサインが出

る。すると、一般市民の人たちは迷ってし

まう。 

このままの状態では、せっかく市民と行政

との関わりが、投げやりになってしまうの

町田市の職員や組織の弱点として、横

のつながりが弱いという点は、我々も

大きな課題だと認識しています。 

〇ごと大作戦を実施していく中で、連

携を心がけてやっており、今後10年間

の計画の中にしっかりと盛り込んで

いきたいと考えています。 
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ではないかと懸念している。 

６３ 安達 一人ひとりの職員は、本当にすばらしい対

応をしている。ただ、庁内の横のつながり

が、なかなか改善されない。 

改めて 10年計画として盛り込んでいくの

であれば、多少なりとでもそういうものを

入れてほしい。 

改善してまいります。 

６４ 大久

保 

これからはＩＴ社会であるため、例えば改

革項目１－１がそれの答えの１つになる

のではないか。 

１－１を基本方針２でも盛り込めば、横の

つながりになるのではないか。 

参考にさせていただきます。 

６５ 三輪 公共施設再編の推進について、再編という

言葉には、統合だけではなく、空きスペー

スなどの利活用という発想もある。 

再編の「推進」だけでなく、市有財産の有

効な利活用への「検討」も含めるとよい。

例えば、遊休状態の土地については、市民

農園として市民向けに借用し、地域コミュ

ニティとしての効果を持たせる、という方

法などが考えられる。 

また、公共施設の維持・管理にあたっては、

ＰＦＩなど民間活力を活用することも検

討するとよい。 

空きスペースの活用は、今後も取り組

むべき視点であるため、めざす姿など

に、要素を入れていきたいと考えてい

ます。 

ＰＦＩや、新たな公共施設の管理の在

り方についての検討は、改革項目３－

２にするのか、２－１にするのかを検

討し、要素を盛り込んでまいります。 

６６ 大久

保 

基本方針３は財政のことを指しているの

か。 

基本方針３は、財政と土地・建物の市

有財産の活用も含まれています。 

６７ 大久

保 

公共施設再編と利活用の推進・検討のほう

がいいのではないか。 

参考にさせていただきます。 

審議会後の追加意見 

６８ 野澤 基本方針Ⅰのめざす姿・想定内容に意見は

ないが、取組項目案「外部意見の活用」な

どを推進するための具体的施策が重要だ

と感じた。市民意見、外部意見を採用しや

すく、実施しやすくするために具体的に行

政は何をするのか。 

ご意見は今後の取組や実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 

現行計画では「市民参加型事業評価」

「行政経営監理委員会」などの取組を

実施しており、有識者や市民からの意

見を踏まえて、事業の見直しを行って

います。 

６９ 野澤 イノベーションができる組織とは何なの

か。いわゆるメンバーシップ型（人に仕事

を充てる）ではなくジョブ型（仕事（プロ

ご意見は今後の取組や実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 
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ジェクト）に人を充てる）に企業経営がシ

フトする中で、行政も同様の組織変革がで

きないか、意識しているのか、という点が

気になった。柔軟な人事、権限の委譲など。 

７０ 野澤 グローバル時代の人材育成の基本は、広い

世界での経験の蓄積だと思うので、人材交

流が特に重要だと考える。行政しか知らな

い人材では行政経営の変化はあまり期待

できない。 

ご意見は今後の取組や実行計画の検

討の参考とさせていただきます。 

７１ 芳賀 改革項目３－３のキーワードに「資源の有

効活用の推進」を追加してはどうか。 

追加しました。 

以上 

 

  


